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１‐課外ト主受業大学の奥：方「現場を歩く

大
学
を
卒
業
す
る
に
は
授
業

を
受
け
て
必
要
な
単
位
数
を
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

早
稲
田
大
学（東
京
都
新
宿
区）

で
は
学
ん
で
も
単
位
が
も
ら
え

な
い
課
外
授
業
が
人
気
だ
。
．

社
会
で
必
要
に
な
る
問
題
解

決
力
や
論
理
的
思
考
力
を
身
に

つ
け
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を

狙
う
「
マ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
。
全
学
部
の
学
生
ら
を

対
象
に
、
２
０
１
０
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
年
度
は
同
大

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
企
業
経
営
や
商

品
の
販
売
戦
略
な
ど
を
考
え
る

７
講
座
を
開
い
て
お
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
経

営
者
ら
が
講
師
を
務
め
る
。

　

早稲田大学

　

１８８２年設立の東
京専門学校が前身。創立者は大
隈重信。東京都新宿区や埼玉県
所沢市などのキャンパスに１３学
部、２２研究科（募集停止を除く）
があり、学部・大学院生約５万

寸環ｌｉを交えて事業案を発
表する長谷川さん（手前
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一

す
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旬
陽

表
右
上
林

　

「
企
業
と
協
力
し
、
ス
ー
パ

ー
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
住
民
交

流
の
場
を
作
り
ま
す
」

　

「
進
路
に
悩
む
学
生
が
い
ろ

い
ろ
な
職
業
の
人
に
会
え
る
ゲ

ー
ム
事
業
を
提
案
し
ま
す
」

１２
月
上
旬
の
夜
、
同
大
の
教

室
で
、
学
生
で
つ
く
る
３
チ
ー

ム
が、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
た
事
業

案
を
発
表
し
て
い
た
。
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
で、
収
益
を
上

げ
な
が
ら
社
会
問
題
の
解
決
を

論理的思考を磨く真剣討論
寿
ぎ；．
煽ぎ

早
稲
田
大

　

学
部
横
断
学
外
か
ら
講
師

目
指
す
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」
に
関
す
る
講
座
の
最
終
授

業
だ
。
今
年
度
初
め
て
開
講
さ
れ
た

同
講
座
に
は
、
法
、
教
育
な
ど

ヮ
学
部
の
ー
～
４
年
生
１４
人
と

大
学
院
生
２
人
が
参
加
し
た
。

ｍ
月
下
旬
か
ら
３
時
間
の
授
業

が
ヮ
回
行
わ
れ
、
講
師
の
事
業

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
村
田
博
信

さ
ん
（３９
）
が
課
題
の
見
つ
け
方

や
図
解
を
用
い
た
分
析
方
法
な

ど
を
指
導
。
学
生
た
ち
は
５
、

６
人
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
事

業
案
を
検
討
し
た
。

人
間
科
学
部
４
年
長
谷
川
朋

弥
さ
ん
（
２２
）
ら
の
チ
ー
ム
は
当

初
か
ら
、
「
日
本
人
は
人
生
を

楽
し
ん
で
い
な
い
」
「
ワ
ー
ク
．

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
な
い
」
な
ど
と
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
た
が、
新
事
業
の

内
容
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か

っ
た
。
よ
う
や
く
「
夢
づ
く
り

の
お
手
伝
い
」
に
ま
と
ま
っ
た

が
、
５
回
目
の
授
業
で
村
田
さ

ん
か
ら
「
当
初
の
問
題
意
識
か

ら
ず
れ
て
い
る
」
と
再
考
を
促

さ
れ
た
。

全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、

多
忙
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
代
わ

っ
て
同
僚
ら
と
交
渉
し
、
勤
務

時
間
を
減
ら
す
事
業
案
を
練
り

上
げ
た
。
発
表
で
は
、
内
容
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
、

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
寸
劇
を
交

え
、
教
室
を
笑
い
で
包
ん
だ
。

　

「
課
題
の
見
つ
け
方
な
ど
、

こ
の
授
業
で
培
っ
た
力
を
将
来

に
生
か
し
た
い
」
と
長
谷
川
さ

ん
。
来
春
、
経
理
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
に
就
職
す
る
予
定

だ
。
同
じ
チ
ー
ム
の
社
会
科
学

部
４
年
林
拓
見
さ
ん
（
２３
）
は

「
い
ろ
い
ろ
な
学
部
の
人
と
議

論
で
き
て
新
鮮
だ
っ
た
」
と
満

足
そ
う
だ
っ
た
。
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同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
単
位
に
な

ら
な
い
上
、
受
講
料
も
ー
講
座

に
つ
き
ー
万
３
０
０
０
～
２
万

３
０
０
０
円
か
か
る
。
そ
れ
で

も
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り

４７
人
多
い
計
ー
６
８
人
が
受

講
。
一
部
の
講
座
は
定
員
を
上

回
り
、
抽
選
に
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
所
長
の
田
中
愛

治
ｏ
政
治
経
済
学
術
院
教
授

（
６３
）
は
「
多
様
な
学
生
が
集
ま

り
、
学
外
の
講
師
ら
か
ら
通
常

の
授
業
と
は
違
う
こ
と
を
学
べ

る
－
受
講
生
の
満
足
度
は
高
く
、

今
後
も
教
育
の
効
果
が
上
が
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。
意
欲
の
あ
る
学
生
の
力
を

さ
ら
に
伸
ば
す
場
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

（
石
塚
公
康）
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Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
校
務
の
効
率

化
な
ど、
教
員
の
負
担
を
減
ら
す
工

夫
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

愛
知
県
小
牧
市
教
委
は
２
０
０
４

年
度、
全
市
立
小
中
学
校
で
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
学
校
ご

と
に
児
童
生
徒
の
成
績
や
出
欠
状
況

を
記
録
し、
予
定
や
連
絡
事
項
を
書

き
込
む
。
０６
年
度
に
は
全
教
員
に
パ

ソ
コ
ン
ー
台
ず
つ
を
配
備
し
た
。

　

当
時
、
市
立
光
ヶ
丘
中
校
長
だ
っ

た
玉
置
崇
・
小
牧
中
校
長
（
５８
）
が
、

教
員
た
ち
が
成
績
や
出
欠
を
手
書
き

し
て
い
る
の
を
見
て
、
「
一
般
企
業

の
よ
う
に
、
学
校
で
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用

で
き
な
い
か
」
と
発
案
。
同
県
の
情

報
シ
ス
テ
ム
会
社
が
開
発
し
た
。
市

教
委
は
維
持
費
な

　　
　
　
　

光
ケ
丘
中
で

は、
教
員
間
の
連
絡
事
項
を
電
子
掲

示
板
で
伝
え、
毎
朝
の
職
員
の
打
ち

合
わ
せ
を
週
３
回
に
し
た
。
手
の
空

い
た
教
員
は
校
門
で
生
徒
を
迎
え
て

い
る。
空
き
教
室
な
ど
の
利
用
状
況

ＮＱ２００３ 教菖ルネサフス 現場再訪

　

９

教
員
の
多
忙
さ
解
消
進
ま
ず

も
ネ
ッ
ト
上
で
管
理
。
全
市
立
学
校

の
教
員
ら
と
メ
ー
ル
交
換
が
可
能
に

な
り
、
他
の
中
学
校
と
部
活
動
の
練

習
試
合
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

し
て
い
る
。

０

　

８
年
度
に
は
自
宅
で
作
業
で
き
る

機
能
も
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ

で
も
、
夜
９
時
過
ぎ
ま
で
残
っ
て
い

網．
メ

　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

空
き
教
室
の
利
用
状
況
を
確
認

す
る
野
田
教
頭
（
１１
月
下
旬
、

小
牧
市
立
光
ヶ
丘
中
学
校
で）
▼

る
教
員
も
い
る
。
野
田
幹
広
教
頭

（
５１
）
は
「
以
前
よ
り
も
か
な
り
効
率

化
さ
れ
た
が
、
メ
ー
ル
が
膨
大
に
な

る
な
ど
処
理
に
時
間
が
取
ら
れ
る
こ

と
も
増
え
た
」
と
語
る
。

全
国
で
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

整
備
状
況
は、
文
部
科
学
省
が
調
査

を
始
め
た
１０
年
度
は
５２
０
３
％
だ
っ

精神疾患の休職者急増

　

文部科学省の調べによると、精神疾
患による教員の病気休職者は、２０１２年
度で４９６０人。 在職者全員の０。５４％。 精
神疾患以外はほぼ横ばいなのに対し、
精神疾患は近年、大幅に増えており、
長時間労働や業務量の多さが問題にな
っている。

　

「教育ルネサンス」では、 「先生は
なぜ忙しいのか」 （２００６年目～１２月）
を、光ケ丘中学校などの事例を基に考
　　　　

忙
光

　

０

ぜ

　

、
た

な
を
え

だ
が
、
１３
年
度
に
は
８０
０
５
％
と
急

激
に
拡
大
。
大
分
県
で
は
全
県
立
学

校
で
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
お
り
、

今
年
度
は
大
阪
市
も
本
格
的
に
導
入

し
た
。
し
か
し
、
教
員
の
忙
し
さ
は
解
消

さ
れ
て
い
な
い
。
昨
年
、
日
本
が
初

め
て
調
査
に
加
わ
っ
た
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
で
は
、

日
本
の
中
学
校
教
員
の
ー
週
間
あ
た

締公立学校教員の
病気休職者数の推移

　

（文部科学省調べ），
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り
の
勤
務
時
間
は
参
加
国
・
地
域
中

で
最
長
の
溺
ｏ
９
時
間
。
こ
の
う
ち
、

課
外
活
動
の
指
導
時
間
が
ワ
・
ヮ
時

間
と
平
均
２
０
１
時
間
の
３
倍
以
上

で
、
事
務
業
務
５
０
５
時
間
も
平
均

２
０
９
時
間
の
倍
近
か
っ
た
。

　

文
科
省
で
は
今
年、
教
員
以
外
の

力
を
有
効
に
活
用
す
る
「
チ
ー
ム
学

校
」
構
想
を
掲
げ、
中
央
教
育
審
議

会
で
学
校
組
織
の
総
合
力
を
高
め
る

方
法
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
た
。
△７

後
１０
年
間
で
事
務
職
員
を
３
０
０
０

人
増
や
し、
事
務
業
務
を
任
せ
る
計

画
だ
。
部
活
動
へ
の
外
部
人
材
の
活

用
も
検
討
す
る
。

教
員
の
忙
し
さ
を
軽
減
す
る
た

め、
情
報
交
換
を
図
る
教
員
専
用
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
・

Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｂ
」
を
運
営
す
る
浅
谷
治
希
さ
ん

（
２９
）
は
「
自
治
体
か
ら
の
調
査
回
答

や
様
々
な
申
請
書
の
作
成
な
ど、
先

生
た
ち
は
大
量
の
事
務
作
業
に
追
わ

れ
て
い
る
。
教
材
研
究
や
生
徒
と
向

き
合
う
な
ど
、
本
来
の
仕
事
に
全
力

投
球
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と

話
し
て
い
る
。

　

（
泉
田
友
紀
）

高
校
生
ら
対
象
に

来
春
「
科
学
合
宿
」

　

科
学
技
術
振
興
機
構
は
２
０

ー
５
年
３
月
２３
日
か
ら
同
２９
日

ま
で
全
国
の
大
学
や
企
業
の
研

究
所
で
開
催
す
る
「
ス
プ
リ
ン

グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
２

０
１
５
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　

東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物
連
携

宇
宙
研
究
機
構（千
葉
県
柏
市）

な
ど
１２
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
８
～

２０
人
（
計
ー
６
８
人
）
が
２
泊

３
日
の
合
宿
を
行
い
、
第
一
線

で
活
躍
す
る
研
究
者
ｏ
技
術
者

に
よ
る
直
接
指
導
を
受
け
る
。

対
象
は、
高
校
と
高
等
専
門
学

校
ー
～
３
年
の
生
徒
。
参
加
費

は
２
０
０
０
円
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

一打▽
○ー灯▽⑦
①
＼熱肌０
一命一鱒
０
の
０
卿、ロ］ー竹ｙ｝○

鄭
巨
り
０
か
ら
申
し
込
む
。
締

め
切
り
は
１５
年
１
月
２０
日
午
後

５
時
。
選
考
の
上
、
参
加
者
を

決
定
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
事

務
局
（
蜜
０３
０
３
２
１
２
０

２

４
５
４
）
へ
。
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